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勤労中年男性の肥満度，血圧，血清脂質に及ぼす禁煙の影響
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　同一集団を対象とした断面データおよび縦断データを用いて，肥満度（BMI），血圧，血清脂

質に及ぼす禁煙の影響に関して分析した。目的は，1)禁煙の効果が認められるか否か，また，中

長期的にみてその効果が定着しているか否か，2)禁煙による肥満度の変動が，血圧や血清脂質に

及ぼす禁煙の影響の中でどのように関与しているか，の2点である。広島県内の企業A社の従

業員を対象とした。1985年～89年に健康診断，体力測定，血液生化学検査，生活習慣調査を実施

し，全データを有する者を分析対象とした。断面データに関しては，1989年に調査された948人

を分析対象とし，各検査値を従属変数，喫煙状況（非喫煙者，禁煙者，10～19本，20～29本，30

本以上）を独立変数として，主要な背景要因およびBMIを共変量とした場合（モデル1），BMI

を除いた場合（モデル2）の2つのモデルにより分析した。縦断データに関しては，1985年～89

年に調査された657人を分析対象とし，各検査値の変化量を従属変数，喫煙歴（非喫煙者，禁煙

後6年以上，禁煙後5年以下，喫煙者）を独立変数として，主要な背景要因およびBMI変化量

を共変量に用いた場合（モデル3），BMI変化量を除いた場合（モデル4）の2つのモデルにより

分析した。結果は以下のように要約される。

1)　BMIは禁煙後短期間に上昇するが，中長期的にみると上昇の程度は非喫煙者のレベルまで

であり，特に肥満に向かうことは認められなかった。

2)　禁煙後短期間に血圧値は上昇するが，中長期的にみると，血圧値の上昇はほぼ非喫煙者のレ

ベルまでであり，高血圧に向かう傾向は見られなかった。

3)　禁煙後短期間にTG値の低下傾向およびHDLC値の上昇傾向が認められたが，実際には同

時にBMIも上昇するので，禁煙による好影響はやや薄められた。しかし，中長期的にみると，

禁煙者のTG値，HDL値はほぼ非喫煙者のレベルまで回復し，定着することが認められた。

4)　AIに関してはHDLCの変動が反映されており，中長期的に見ると，禁煙者は非喫煙者のレ

ベルまで低下し，そのレベルで定着することが認められた。

5)　これらの結果から，禁煙を継続することにより，BMI，血圧値，血清脂質値がほぼ非喫煙

者のレベルまで戻ることが示された。
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